










 

今年度も,当研究班では,新生児スクリーニングの新しい方法の開発,現行のスクリーニン

グ法の改良,新生児スクリーニングをめぐる体制の整備,あるいはスクリーニング実施に伴

う諸問題の分析などの研究を行った。 

 まず成瀬とその協同研究者らは,酵素免疫測定法(EIA)による新生児スクリーニングの確

立のための研究を行っている。クレチン症を始め,いくつかの疾患のマス・スクリーニング

に RIA が用いられているが,今後の新生児スクリーニングの普及確立のためには放射能物

質を用いない方法の開発が必要であり,そのため EIA の導入を目指したのである。まず濾紙

血中のTSHを測定する方法については,現在市販されているTSH測定のためのRIA試薬より

も,より感度のよいものが作られた。大阪府衛生研究所(所長国田信治),札幌衛生研究所(所

長高杉信男)の新生児スクリーニング施設においても,この試薬を用いた研究が行われ,約

10 万名の新生児が検査をうけ,17 人のクレチン症患者が発見されており,各施設における

再現性も極めて良好であり,充分現実的な使用が可能であることが証明された。濾紙血中の

T4 を測定する EIA 法も報告され,同一検体中の TSH・T4 の両者を測定する方法も報告され

ていたが,ただ T4 測定に関しては,RIA では 3 ㎜ディスク 1 枚で測定可能だが,EIA では,3

㎜ディスク 2枚を必要としていた。今年度の研究では,EIA を用いても 3㎜ディスク 1枚で

T4 の測定が可能であるとのことである。さらに彼等は,後述の先天性副腎皮質過形成症の

マス・スクリーニングのための EIA の開発を行い成功している。 


